
第 2回「記紀・万葉」ふるさとフェスティバル・stage☆2nd.	
 

平成 28 年 9	
 月 24 日（土）午後 1時〜2 時 30 分	
 

登録有形文化財「藤岡家住宅」大広間にて	
 

1時〜1時半・「古事記」「日本書紀」に登場する「琴」について講演（川村優理）	
 

朗読「スセリ姫と不思議な琴」宮内厚子	
 オカリナ演奏	
 ニッキーズ	
 

1 時半〜2時半	
 フルート＆オカリナ演奏	
 

入館料のみ（高校生以上 300 円・小中学生 200 円）	
 
お食事ご希望の方は別途 1400 円（かめくま・松花堂）を用意します。お食事は 11 時半から。ご予約下さい	
 

登録有形文化財「藤岡家住宅」管理法人・ＮＰＯ法人うちのの館（やかた）	
 

〒637—0016 奈良県五條市近内町 526	
 ☎・FAX	
 0747(22)4013	
 	
 

info@uchinono-yakata.com	
 

午前 9時〜午後 4時	
 月曜休館・月曜が祝日のときは開館して翌日休館	
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天の沼琴を再現した出雲琴	
 

平成 28 年度「記紀・万葉」奈良県民活動支援補助金採択事業	
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第 2回「記紀・万葉」ふるさとフェスティバル・ステージ 2nd.	
 

松岡徳郎フルート＆オカリナコンサート「記紀・万葉」の心を奏でる	
 〜今年のテーマ「古事記」の古琴の話〜	
 

	
 天の沼琴（あめのぬごと）と	
 大穴牟遅神（おおあなむじのかみ）	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 文	
 川村優理	
 

	
 大国主神（おおくにぬしのかみ）は、その前の名前を大穴牟遅神（おおあなむじのかみ）といいました。大穴牟遅神の兄弟はたくさ

んいて八十神（やそがみ）と呼ばれています。そのすべての神さまは、国は大穴牟遅神に譲るけれど、その代り、因幡の八上比売（や

がみひめめ）と結婚したいと言いました。そこで皆は一緒に因幡に行くことにしました。大穴牟遅神はみんなの荷物を入れた大きな袋

を背負い、後についていきました。八十神たちは、どんどん先に行ってしまいました。	
 

	
 さて大穴牟遅神が重い荷物を背負って、やっと気多（けた）の岬というところに着くと、一匹の兎が泣いています。「どうして泣い

ているの？」と尋ねると、兎は、泣きながらわけを話しました。	
 

「ぼくは淤岐（おき）の島に住んでいる兎です。海を渡ってこの気多の岬に来てみたかったので、海のワニ（ワニ鮫）に嘘をつきまし

た。兎の一族と、おまえさんたちワニの一族とどちらの数が多いか比べよう。海にワニのみんなが並んでくれたら、僕が数を数えてあ

げるからと言ったのです。ワニが島から岬までずらりと並んだので、ぼくはワニの背中の上をとんで海を渡りました。でもそのあとで

ワニたちは、自分たちが騙されていたとわかって、ぼくの毛をむしりました。痛くて泣いているところに八十神たちがやって来ました。

そして、傷むのなら、海の水を浴びてから、高い山の尾根で風にあたって寝ていなさいと言ったのです。ところが、その通りにしたら、

海の水が乾くにつれて、からだがひりひりして、もっと痛くなってしまいました」	
 

	
 大穴牟遅神は、急いで兎に教えてあげました。	
 

「今すぐ、川に行って真水でからだを洗ってきなさい。それから川に生えているガマの花をつんでまき散らし、その上でごろごろ転が

ってごらんなさい。きっと治るよ」	
 

	
 言う通りにすると、兎のからだはすっかり元に戻りました。兎はとても喜んでお礼の言葉を言いました。	
 

「ぼくにいじわるをした八十神たちは、ぜったい八上比売さまと結婚できませんよ。八上比売さまは、大穴牟遅神さまと結婚します」	
 

	
 これを聞いて、八十神たちは怒り、大穴牟遅神を伯岐国（ほうきのくに）の手間の山（てまのやま）のふもとに連れ出しました。	
 

「なあ、大穴牟遅神よ。この山には赤い猪がいるのじゃ。われらが猪を追いおろすから、お前は下で待ち受けていてつかまえろ。つか

まえられなければ、お前を殺す」	
 

	
 大穴牟遅神が山の下で猪を待ち受けていると、八十神たちは、猪ではなく、真っ赤になるまで焼いた大きな石を転がしました。大穴

牟遅神は、猪と間違えて、焼いた石を受け止め、焼け死んでしまいました。	
 

	
 大穴牟遅神のお母さんは が殺されてしまったことを知って、大声をあげて泣き、天上界に行って天の神様、神産巣日之命

（かんむすひのみこと）に大穴牟遅神が生き返るように頼みました。キサ貝比売（きさかいひめ）と蛤貝比売（うむかいひめ）が遣わ

され、キサ貝比売が自分の身を削った貝殻の粉を集め、蛤貝比売が自分の貝殻に受けて練り合わせ、それを大穴牟遅神に塗りますと、

大穴牟遅神は、生き返ることができました。	
 

	
 八十神たちは、あきらめません。今度は大穴牟遅神を山に連れて行って、大きな木を切り倒し、その木にヒメ矢というくさびを打ち

込み、大穴牟遅神をくさびでできた木の隙間に入らせると、すぐにくさびをはずして、


